
新たに確認された一類感染症の原因病原体の 

一種病原体等への追加について 
 

 
○ 一類感染症※１の原因となる病原体のほとんどは、感染症法に基づく「病

原体管理制度※２」において、特に厳重に管理することが必要なものとして、

一種病原体等※３

   

として、その所持、輸入、譲渡等を原則禁止しているとこ

ろ。 

 （※１）一類感染症 
感染力、罹患した場合の重篤性等に基づく総合的な観点からみた危険性が極めて

高い感染症であり、患者を診断した医師の直ちの届出が義務づけられるとともに、
患者（無症状病原体保有者含む）の入院措置や就業制限等など、強い措置を行うこ
とが可能。一類感染症には、エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南
米出血熱、マールブルグ病、ラッサ熱及びペストの７疾病が規定されている。 
   

 （※２）病原体管理制度 
平成 16 年 12 月にとりまとめた政府の「テロの未然防止に関する行動計画」に

基づき、平成 18 年に感染症法を一部改正し、病原体管理制度が創設された。 
本制度においては、病原性、国民の生命及び健康に対する影響に応じて、病原体

等を一種病原体等から四種病原体等までに分類し、当該分類により所持の禁止等の
所要の措置が規定され、平成 19 年 6 月から施行されている（参考資料１）。  

（※３）一種病原体等 
一種病原体等については、エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南

米出血熱、マールブルグ病及びラッサ熱の６疾病の病原体が属及び種で規定されて
いる。 

    〔具体例〕 
エボラ出血熱：エボラウイルス属アイボリーコースト エボラウイルス、 

ザイールウイルス、 
スーダン エボラウイルス、 
レストン エボラウイルス 

南米出血熱 ：アレナウイルス属ガナリトウイルス、 
サビアウイルス、 
フニンウイルス、 
マチュポウイルス 

 
○ 本制度の施行（平成 19年 6月）以降、エボラ出血熱及び南米出血熱の病

原体として新たに確認された種があることから、これらについても病原体

管理の観点から一種病原体等として取り扱う必要があると考えられる。 
 
 
○ このため、新たに確認されたエボラ出血熱及び南米出血熱の病原体につ

いて、法令上に位置づけることの必要性について確認いただく。 
 

・エボラ出血熱の病原体 
エボラウイルス属ブンディブギョ エボラウイルス（Bundibugyo Ebola 

Virus） 
 
・南米出血熱の病原体 

アレナウイルス属チャパレウイルス（Chapare Virus） 
 

 



感染症法の対象となる感染症

感 染 症 類 型 感 染 症 名 等

１ 類 感 染 症 法 エボラ出血熱,クリミア・コンゴ出血熱,痘そう,南米出血熱,ペスト,マールブルグ,ラッサ熱

２ 類 感 染 症 法 急性灰白髄炎,ジフテリア,重症急性呼吸器症候群（SARSコロナウイルスに限る）,結核,鳥インフルエン
ザ（病原体がインフルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウイルスであってその血清亜型がＨ５Ｎ１
であるものに限る。以下「鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）」という。）

３ 類 感 染 症 法 腸管出血性大腸菌感染症,コレラ,細菌性赤痢,腸チフス,パラチフス

４ 類 感 染 症 法 Ｅ型肝炎,Ａ型肝炎,黄熱,Ｑ熱,狂犬病,炭疽,鳥インフルエンザ（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）を除く。）,ボツ
そ

リヌス症,マラリア,野兎病
と

政令 ウエストナイル熱,エキノコックス症,オウム病,オムスク出血熱,回帰熱,キャサヌル森林病,コクシジオイデス症,
サル痘,腎症候性出血熱,西部ウマ脳炎,ダニ媒介脳炎,つつが虫病,デング熱,東部ウマ脳炎,ニパウイルス感染症,

じん

日本紅斑熱,日本脳炎,ハンタウイルス肺症候群,Ｂウイルス病,鼻疽,ブルセラ症,ベネズエラウマ脳炎,ヘンドラウ
はん そ

イルス感染症,発しんチフス,ライム病,リッサウイルス感染症,リフトバレー熱,類鼻疽,レジオネラ症,レプトスピ
ラ症,ロッキー山紅斑熱

５ 類 感 染 症 法 インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）,ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及び
Ａ型肝炎を除く。）,クリプトスポリジウム症,後天性免疫不全症候群,性器クラミジア感染症,梅毒,麻しん,メチ
シリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

省令 アメーバ赤痢,ＲＳウイルス感染症,咽頭結膜熱,Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎,感染性胃腸炎,急性出血性結膜炎,
いん

急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎
及びリフトバレー熱を除く。）,クラミジア肺炎（オウム病を除く。）,クロイツフェルト・ヤコブ病,劇症型溶血
性レンサ球菌感染症,細菌性髄膜炎,ジアルジア症,水痘,髄膜炎菌性髄膜炎,性器ヘルペスウイルス感染症,尖圭コ

とう せんけい

ンジローマ,先天性風しん症候群,手足口病,伝染性紅斑,突発性発しん,破傷風,バンコマイシン耐性黄色ブドウ球
はん

菌感染症,バンコマイシン耐性腸球菌感染症,百日咳,風しん,ペニシリン耐性肺炎球菌感染症,へルパンギーナ,マ
せき

イコプラズマ肺炎,無菌性髄膜炎,薬剤耐性緑膿菌感染症,流行性角結膜炎,流行性耳下腺炎,淋菌感染症
のう せん りん

指 定 感 染 症 （該当なし）

新 感 染 症 （該当なし）

新型インフル 法 新型インフルエンザ,再興型インフルエンザ
エ ン ザ 等
感 染 症

1

MTJHP
タイプライターテキスト
　（参考資料）



＋＋＋

病原体等の適正管理について
〔所持等の禁止〕
《一種病原体等》

○エボラウイルス
○クリミア・コンゴ出血
熱 ウイルス
○痘そうウイルス
○南米出血熱ウイルス
○マールブルグウイルス
○ラッサウイルス

（以上６）

〔所持等の許可〕
《二種病原体等》

施設数：８８

○SARSコロナウイルス
○炭疽菌
○野兎病菌
○ペスト菌
○ボツリヌス菌
○ボツリヌス毒素

（以上６）

〔所持等の届出〕
《三種病原体等》
施設数：１４１

○Ｑ熱コクシエラ、○狂犬病ウイルス
○多剤耐性結核菌

○コクシジオイデス真菌、○サル痘ウイ
ルス、○腎症候性出血熱ウイルス、
○西部ウマ脳炎ウイルス、○ダニ媒介脳
炎ウイルス、○オムスク出血熱ウイルス
○キャサヌル森林病ウイルス、○東部ウ
マ脳炎ウイルス、○ニパウイルス
○日本紅斑熱リケッチア
○発しんチフスリケッチア
○ハンタウイルス肺症候群ウイルス
○Ｂウイルス、○鼻疽菌、○ブルセラ属
菌、○ベネズエラウマ脳炎ウイルス
○ヘンドラウイルス
○リフトバレーウイルス、○類鼻疽菌
○ロッキー山紅斑熱リケッチア

〔基準の遵守〕
《四種病原体等》

○インフルエンザウイルス(H2N2、
H5N1、H7N7で新型インフルエン
ザ等感染症の病原体を除く)

○新型インフルエンザ等感染症の
病原体

○黄熱ウイルス
○クリプトスポリジウム
○結核菌（多剤耐性結核菌を除
く。）

○コレラ菌
○志賀毒素
○赤痢菌属
○チフス菌
○腸管出血性大腸菌
○パラチフスＡ菌
○ポリオウイルス

○ウエストナイルウイルス
○オウム病クラミジア
○デングウイルス
○日本脳炎ウイルス

（以上17）

○国又は政令で定める
法人のみ所持（施設を
特定）、輸入、譲渡し
及び譲受けが可能

○運搬の届出（公安委）
○発散行為の処罰

○試験研究等の目的
で厚生労働大臣の許
可を受けた場合に、所
持、輸入、譲渡し及び
譲受けが可能

○運搬の届出（公安
委）

○病原体等の種類等について厚生労働
大臣へ事後届出（７日以内）
○運搬の届出（公安委）

○ 病 原 体 等 に 応 じ た 施 設 基 準、 保 管、 使 用、 運 搬、 滅 菌 等 の 基 準 （厚 生 労 働 省 令） の 遵 守
○ 厚 生 労 働 大 臣 等 に よ る 報 告 徴 収、 立 入 検 査
○ 厚 生 労 働 大 臣 に よ る 改 善 命 令
○ 改 善 命 令 違 反 等 に 対 す る 罰 則

政令で定めるもの

政令で定めるもの

（以上23）

国が所持を把握

(注）施設数は、平成22年7月9日現在



 
 

審議する病原体等について 
 
 

○エボラウイルス属ブンディブギョエボラウイルス 
〔Bundibugyo Ebola Virus〕  

 
 
・2007 年（平成 19 年）11 月、ウガンダ保健省がウガンダ西部のブンディブ

ギョ（Bundibugyo）地域 でエボラ出血熱が発生したことを確認した。 
・本事例は、初期の野外調査において、2007 年（平成 19 年）9 月から始まっ

たと考えられ、2008 年(平成 20 年)2 月に終息した旨がウガンダ保健省から

表明された。  
・本事例では、149 名の感染者が確認され、37 名が死亡した（死亡率約 25％）。 
 米国ＣＤＣが実施したウイルス分析において、原因ウイルスは、３種のア

フリカエボラウイルス（ザイール、スーダン、アイボリーコースト）とは

異なる新種のエボラウイルスであると考えられた。  
・WHO のファクトシートにおいても、エボラウイルスは、ブンディブギョエ

ボラウイルスを含む５種からなるとされている。 
  
 
  
○アレナウイルス属チャパレウイルス 

〔Chapare Virus〕  
 

・南米のボリビア共和国における小規模の出血熱の発生事例（2003 年(平成

15 年)12 月～2004 年 1 月）において、1 名の死亡患者の検体（血清）が残

存していた。それを用いて分離したウイルスの遺伝子を解析したところ、

南米出血熱（フニン、マチュポ、ガナリト、サビア）と同じクレード（ク

レードＢ）の新種のアレナウイルスであり、チャパレウイルスと名付ける

との提案をした論文が 2008 年（平成 20 年）に掲載された。  
・米国では、2009 年 8 月、「特別物質・毒素の保有・使用・移動暫定最終規

則」（42CFR Part 73）にチャパレウイルスを追加するための提案が行われ

たところ。 







 
一種病原体等の定義（感染症法） 

 

（定義）  

第六条 この法律において「感染症」とは、一類感染症、二類感染症、三類

感染症、四類感染症、五類感染症、新型インフルエンザ等感染症、指定感

染症及び新感染症をいう。  

2～19 （略） 

20 この法律において「一種病原体等」とは、次に掲げる病原体等（薬事法

（昭和 35年法律第 145号）第 14条第１項の規定による承認を受けた医薬品

に含有されるものその他これに準ずる病原体等（以下「医薬品等」という。）

であって、人を発病させるおそれがほとんどないものとして厚生労働大臣が

指定するものを除く。）をいう。 

 一 アレナウイルス属ガナリトウイルス、サビアウイルス、フニンウイル

ス、マチュポウイルス及びラッサウイルス 

 二 エボラウイルス属アイボリーコーストエボラウイルス、ザイールウイ

ルス、スーダンエボラウイルス及びレストンエボラウイルス 

 三 オルソポックスウイルス属バリオラウイルス（別名痘そうウイルス） 

 四 ナイロウイルス属クリミア・コンゴヘモラジックフィーバーウイルス

（別名クリミア・コンゴ出血熱ウイルス） 

 五 マールブルグウイルス属レイクビクトリアマールブルグウイルス 

六 前各号に掲げるもののほか、前各号に掲げるものと同程度に病原性を

有し、国民の生命及び健康に極めて重大な影響を与えるおそれがある病

原体等として政令で定めるもの 
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